平成２３年度「農業インターンシップ（農業就業体験活動）」
社会人・学生受け入れのお願い
平成２３年４月
全国農業会議所・（社）日本農業法人協会
平素は全国農業会議所並びに（社）日本農業法人協会の活動にご支援・ご協力いただき、ありがとうございます。
さて、経営者の皆様にご協力いただいております、高校・大学等の学生と社会人を対象にした「農業就業体験事業（農業インターンシップ）」を本年度も引き続き実施いたします。
つきましては、学生・社会人の受入を希望する法人を募集いたしますので、以下の点にご留意の上、別紙「受入農業法人台帳」の各欄に記入し、平成２３年５月６日（金）までにFAX（03-3237-6811）にてご報告下さい。
なお、昨年ご登録いただいた法人も、ご確認のうえ、必ずご報告ください。ご報告が無い場合は登録いたしませんのでご承知おきください。
	  農業就業体験とは、学生が在学中に企業等において就業体験することであり、高い職業意識の育成や、実社会・産業界が求める人材像を明確に学生へ伝えることを目的としています。
　社会人の場合は、直接雇用につながる可能性もございますので、ぜひご活用ください。
· 昨年度の受入法人は１４９社（登録数１９９社）で、体験した学生は２３７人、社会人の参加者は
２６０人でした。また、インターンシップ参加者のうち、５３人が法人に就職しました（３５社）。


また、昨年登録いただいたにもかかわらず、実際の受入がなかった法人各位も、事業の主旨をご理解の上、再登録にご協力くださいますようお願い申し上げます。
◆平成２３年度の受入に当たって（受入法人のルール）
　①体験期間：１週間以上（休日２日以内）6週間以内で通年。
　②費　　用：参加者の食費・宿泊は全額受入法人負担。
　③参加者に対する報酬：なし。
　④体験に対する謝金
　【参　加　費】参加費（体験者本人が払うもの）は無料。
　【受入助成金】体験者１人につき２万円。ただし助成金は、体験期間が１週間以上の場合に限る。
　⑤体験のながれ：事務局から、体験者が選んだ希望先に、申込書をFAXでお送りします。
　　申込書の内容を確認し、受け入れができるか検討してください。その際、希望者に連絡し、
　　簡単に電話面接等をしていただくことも可能です。受け入れが決まったら、申込書に添付さ
　　れた承諾書に必要事項を記入の上、事務局までFAXを返送ください。受け入れが不可の場合
　　も期日までにFAXを返送してください。事前に体験者と持ち物や注意事項、集合時間等の打
　　合せをしてください。体験中は、できる限り担当者が付き添い、事故防止や単純作業のみと
　　ならないようにご配慮をお願いいたします。体験が終了したら、事務局に実施状況報告書兼
　　助成費申請書をFAXで送付してください。
　⑥傷害保険：全国農業会議所が指定する保険に加入（保険料は会議所が負担）。
　⑦その他：受け入れは原則住み込みとするが、可能な場合、通勤も可とする。
◆就業前の事前体験
　既に採用者が決まっており、就業前に事前体験を行いたい場合も当事業を活用でき、２万円が助成されます（Ｂコース）。詳しくは事務局までお問い合わせください。
◆「農業就業体験活動受入農業法人台帳」の記入方法
  別紙受入農業法人台帳は、原則として農業インターンシップのホームページ上に掲載いたしますので、ご承知おきください。
・初めて登録　→「初めて」の□にチェックし、すべての項目にお答え下さい。
・昨年度も登録　→「登録済み」の□にチェックし、会社名と変更事項、※の項目にご記入ください。
※別紙「受入農業法人台帳」は、当協会ＨＰに様式ファイルを添付いたしますので、ご活用ください。
＜問い合わせ先＞  農業インターンシップ（就業体験活動）事務局
  　　全国農業会議所　新規就農相談センター　　ＴＥＬ：03-6910-1126
　　　(社)日本農業法人協会　　　　　　　　　 　ＴＥＬ：03-6268-9500
（様式体第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　返信期限：平成２３年５月９日（金）H23年度 農業インターンシップ（就業体験活動）受入農業法人台帳登録票
	□
初めて　　□登録済み（※印と変更点のみ記入ください）
※会社名
	代表者名

	 所在地〒

	●TEL：
●FAX：
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：
●Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

	売上高
	従業員（経営者＋被雇用者）　　　　　　　　　　人

	経営作目・事業内容


	経営理念と将来の事業展開・ビジョン

（体験者に理解されやすいように記入）

	有機農業に対する考えや取り組み


	体験者に求める人物像

	体験担当者
	体験可能作目

	体験場所（＊会社所在地と異なる場合）


	交通手段（最寄り駅など）

	受入可能時期と体験内容（出来るだけ具体的にご記入ください）　
　  　①　通年可能　 　（ 体験内容：　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　  　②　　月～　　月 （　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　  　③　　月～　　月 （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
農繁期      月～　　月

	受入可能期間（1週間以上１カ月まで）
（　　　　　）週間まで　
	受入可能人数（１回）

（　　　）人
	高校生の受入　

（　）　可能　（　）不可能

	提供できる住居（住居は受入先負担です。必ずご記入ください）
　①　社宅・寮等　　②　経営者宅に間借り　　③　その他（　　　　　　　　　　　　　　）　

	食事提供の方法（食事提供は受入先負担です。必ずご記入ください）
　①　経営者等家族と一緒　　　②　自炊（食材提供）　　　③　自炊（食費補助）
　④　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	服装等準備すべき物　・自動車免許証　ア．必要　　イ．なくても可）

・他　[                    　　　                                     ]

	受入経営者として今回登録するにあたっての考え方（最も重視するもの１つ）
1 農業体験・理解者の増加　②　従業員の確保　③　体験生の確保　④　①・②・③全て

⑤　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	参加者の目的について重視すること　　
1 農業体験　②　就職先検討　③　両方　④　どちらでもよい　⑤　その他（　　　　　　　）

	採用計画の有無（インターンシップに関係なく、現時点での従業員の採用計画について）
①　ある→（ア．新卒　　イ．中途　　ウ．こだわらない　）　　　　②　ない

	※援農・援売.Jp　HP上での受入情報の掲載（注1）　　（　　）　希望する　（　）希望しない

	●インターンシップ参加者・事務局等への要望などご自由に記入下さい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（注1）「援農・援売．Jp」とは（株）ぐるなびが展開する農業体験・販売体験HPです。本年度は同HPと連携し、広く募集を募ることとしております。
返送先：日本農業法人協会　FAX 03-3237-6811 E-mail：intern@hojin.or.jp 

「●」印は参加希望者に配布する台帳及びホームページ上には記載しません。





















